
Ⅰ 

 ア：⑤  イ：⑧  ウ：⑤  エ：⓪  オ：⑤ 

Ⅱ 

 カ：④  キ：⑤  ク：④  ケ：⑨  コ：⑧  サ：⑧ 

Ⅲ 

 シ：④  ス：⑤  セ：⑥  ソ：⊕  タ：⑤  チ：⑥  

Ⅳ 

 ツ：⊕  テ：⑥  ト：②  ナ：⑨  ニ：⊖ 

 

～講評～ 

Ⅰ 運動エネルギーが熱エネルギーへと変換されることを考えればよかったため、回数のカウントを間違えなかっ

たがポイントになる。 

Ⅱ 点電荷のつり合いの問題。見かけの重力が何を指しているかを判断できたかが鍵。 

Ⅲ 直流回路に関する問題。合成抵抗についての考え方を正しく習得している受験生には易しい問題だったはず。 

Ⅳ 点電荷の運動・ローレンツ力に関する問題。向心力とローレンツ力の関係を正しく使えればまず大丈夫だろう。 

 

 優しい構成だが、正しく問題を解釈できていないと躓くこともありえただろう。合格目標点は 7 割程度と見込ま

れる。 


